
ケアプランデータ連携システム利活用促進事業説明会

なかつ情報通信開発センター株式会社



本日のアジェンダ

第一部 介護現場の生産性向上とは

1.介護現場を取り巻く社会的背景と生産性向上の取り組みの必要性

2.介護現場における生産性向上

第二部 ケアプランデータ連携システムについて

1.システム活用の効果

2.システムの全体概要

3.利用開始までの流れ

4.システムの操作方法

5.普及に向けた課題

6.令和6年度支援施策、介護報酬改定、今後の展望等

7.さいごに
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介護現場を取り巻く社会的背景と生産性向上の取り組みの必要性



人手が足りない

現状課題

書類業務に追われて
しまう

精神的にきつい

テクノロジーを
利活用できていない…

休憩や有給休暇が
とりにくい

人材定着・確保が難しい

利用者との時間が
とれていない

介護現場を取り巻く社会的背景と生産性向上の取り組みの必要性
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Q.介護支援専門員の労働条件等の悩み、不安、不満の1番高かったものは？(※他職種と比較)

引用：令和4年度 介護労働実態調査
公益財団法人介護労働安定センター 

①人手が足りない ②賃金が安い ③精神的にきつい③精神的にきつい

※R4年度 介護労働実態調査より

介護現場を取り巻く社会的背景と生産性向上の取り組みの必要性
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精神的にきつい

理由：
・ケアプランの内容次第で利用者の生活が変わるプレッシャーが大きい
・事業所と利用者の間にはさまれる
・担当者会議等の多職種調整が難しい etc...

直接的なやりとりも多い。
時間が足りない…。

介護現場を取り巻く社会的背景と生産性向上の取り組みの必要性
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ありたい姿

働きやすい職場
環境を作りたい

残業なく、休憩を
しっかりとれる職場

にしたい

書類業務をスマート
に実施できるように

したい

利用者・家族との時間
をしっかりとりたい

職員がからだ、こころ
共に元気でいたい

人材定着率が向上し
人材確保もできる状況に

したい

テクノロジーを利活用
し、生産性を高めたい

介護現場を取り巻く社会的背景と生産性向上の取り組みの必要性
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介護現場を取り巻く社会的背景と生産性向上の取り組みの必要性

考えたいこと

どうしてGAPが生まれるのか？
どうして現状課題は生まれてしまうのか？

GAP

現状

ありたい姿
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介護現場を取り巻く社会的背景と生産性向上の取り組みの必要性

・ありたい姿、ビジョンを
描き共有している

・変化に対して前向きに
適応する

→介護現場革新
（生産性向上の実践）

・変化することに消極的
・国から与えられたことを

こなすだけの「運営」
に追われている

ギャップの
拡大

理想の姿に
近づく

2極化が進んでいる？

（運営型事業所） （経営型事業所）

どうして現状課題は生まれてしまうのか？

どうしてGAPが生まれるのか？

社会環境が大きく変化している

社会環境の大きな変化に対して
事業所が柔軟に対応することが
できていない

総人口の
減少

生産年齢人口
減少
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介護現場を取り巻く社会的背景と生産性向上の取り組みの必要性

https://www.mhlw.go.jp/kaigoseisansei/生産性向上ポータルサイト

社会環境の大きな変化に環境適応して
いくことが必要

状況に合わせて、自律的に介護事業所
(自分たちの現場)を最適化する力を
つけていくことが重要

そのためのプロセスが

生産性向上の取組み
10



介護現場における生産性向上



介護現場における生産性向上
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現場の余力(時間・気持ち)を
生み出す

(定義)介護の価値を高める

職員が
働きがいを感じる

利用者へ
よりよいケアを提供

現場の余力(時間・気持ち)を
生み出す

2.テクノロジーの活用など

1.現場におけるマネジメントの構築
(業務の棚卸し)

アウトカム

アウトプット

生産性向上の
取組みプロセス

課題
現場課題・法人課題

職員・利用者の
よりよい体験を
アップデートする

介護＝クリエイティブな仕事
だから余力が必要

自分たちの現状に合った
段階的アプローチを
行っていく

介護現場における生産性向上
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①ムリ ②ムダ ③ムラ

概
念

実
例

人材の心身への過度な負担 省略化できる業務 人・仕事量の負荷のばらつき

キャリアの浅い職員がいきな
り1人で数十件訪問回る

1人で60名分のケアプランを
作成する

利用者宅に訪問した後、忘
れ物に気づき、もう一度自宅
を訪問する

利用者情報などの記録を何
度も転記している

手順通りに作業する職員と自己流
で作業する職員、状態に応じて介助
する職員がいる。

記録の研修もなく、記載の仕方が
職員によってマチマチで正確に情報
共有がなされない。

心身への負担
（業務の質・難易度）

業務量の偏り
（作業方法煩雑）

業務量の偏り
（要員配置・ｽｷﾙﾊﾞﾗﾝｽ）

介護現場における生産性向上

3M問題
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取組前

取組後

ケアプランデータ
連携システム活用など

ケアに直接関係する
業務時間や内容

ケアに直接関係しない
業務時間や内容

業務の質を高めた成果イメージ

介護現場における生産性向上

取組成果のイメージ

この時間を有効活用していく！
新しい取組 or 人材育成 or 利用者との時間 etc...

利用者ケアや
ご家族への

ヒアリングなど
記録転記や書類整理
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介護現場における生産性向上

アナログ
プロセスの
見直し

課題の
見える化

チーム
づくり
(委員会)

業務
棚卸し

経営者の
思い

改善取組

地道な作業(対話＆アクション)が8割

・自分たちの現状から1つ先を上ることを考える
・成功のためには、長期ビジョンと現実的な期待値
を持って取り組むことが重要

事業所ごとにムリムダムラは異なる！
事前のマネジメントも重要！
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介護現場における生産性向上

アナログ
プロセスの
見直し

課題の
見える化

チーム
づくり
(委員会)

業務
棚卸し

経営者の
思い

改善取組

1つの手段として
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システム活用の効果

ケアプランデータ連携システムについて



システム活用の効果
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システム活用の効果
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提供表共有業務の現状 居宅介護支援事業所

引用：厚生労働省 介護現場の生産性向上とケアプランデータ連携システム

ケアプランの一連のやりとりは担当ケアマネが中心におこなっている。



システム活用の効果
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提供表共有業務の現状 サービス提供事業所

引用：厚生労働省 介護現場の生産性向上とケアプランデータ連携システム

ケアプランの一連のやりとりは管理者が中心になっておこなっているところが多い。



システム活用の効果

ケアプランデータ連携システム
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システム活用の効果

引用：国民健康保険中央会 ケアプランデータ連携について
23



システム活用の効果

引用：国民健康保険中央会 ケアプランデータ連携について
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システム活用の効果

引用：国民健康保険中央会 ケアプランデータ連携について 25



システム全体概要

ケアプランデータ連携システムについて



システム全体概要

引用：国民健康保険中央会 ケアプランデータ連携について
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システム全体概要 (予定表共有の業務フロー)

引用：国民健康保険中央会 ケアプランデータ連携について 28



引用：国民健康保険中央会 ケアプランデータ連携について 29

システム全体概要 (実績表共有の業務フロー)



ケアプランデータ連携システムについて

利用開始までの流れ



③ケアプランデータ連携システムの利用申請

ブラウザ上から利用申請する

①システム動作環境の確認

動作環境を満たしているか、及びブラウザの設定を確認する

②証明書のインストール

代理請求をおこなっているのであれば、ケアプラン連携専用の証明書インストールが必要

④ケアプランデータ連携システムアプリのインストール

1事業所番号ごとに、1ID発行。専用端末PCにインストール。

利用開始までの流れ
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①準備物

・対応した介護ソフト ・PC端末(Windows10以上)
・クライアントソフトのインストール ・証明書のインストール

②費用

・ライセンス料(1事業所ごと) 21,000円/年間(税込)
利用申請が完了した日を起点として1年間有効 ※1年ごとに更新申請が必要

・電子証明書料 13,200円/3年間(税込)
※代理請求の場合は、請求委任事業所用ケアプラン証明書が必要(無料)

利用開始までの流れ
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利用開始までの流れ
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引用：国民健康保険中央会 ケアプランデータ連携について



ケアプランデータ連携システムについて

介護ソフトでの操作について



介護ソフトでの操作について

介護ソフトA社

CSVファイル
提供表・計画書などのデータ

ベンダー試験完了している介護ソフトは
月ごと一括・個別にcsvファイル入出力可能
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ケアプランデータ連携システムについて

システム操作方法



システム操作方法
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ケアプランデータ連携システム(デモンストレーション) 
(storylane.io)

https://app.storylane.io/share/jafk4lqwwqx4
https://app.storylane.io/share/jafk4lqwwqx4


ケアプランデータ連携システムについて

普及に向けた課題



介護ソフト
A

介護ソフト
B

居宅支援事業所 サービス提供事業所

ケアプランデータ連携
システム

・導入支援
・業務時間調査
・職員操作伝達 etc...

三光園実績
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実際に使用してみて

現場の生の声

介護保険相談センター三光園様
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令和5年4月に運用開始したケアプランデータ連携システムは、その活用により業務効率化、費用削減
等の効果が見込まれるにもかかわらず、普及が進んでいるとは言い難い状況。
令和6年10月7日現在、中津市内の導入済み介護事業所は5事業所のみ。 （介護事業所総数は約190）

1.周知・広報

2.手厚い導入サポート

3.短期間に普及率を向上させる取組が必要

ケアプランデータ連携システムの導入に何が必要か、システムの機能と導入効果などに関する情報が十
分に介護事業者に伝わっていない。
＊ すべての事業所へ必要な情報を提供する取組が必要

システム導入には、事前確認・準備、利用申請、電子証明書・クライアントソフトインストール等が必
要で、利用に当たっては、連携システム・介護ソフトの操作方法を習得しなければならない。
＊ 訪問して導入、利用に関する指導、助言を行うなどの手厚いサポートが必要

ほとんどの介護事業所が介護ソフト、インターネットを利用しており、介護ソフトの多くはケアプラン
データ連携システムに対応している。環境は整っているが導入が進まない大きな原因のひとつは、普及
率が低いため導入してもデータ連携できる事業所がほとんど無いという現状にある。
＊ 上記1.2.の取組を 、“みんなで導入してより大きな効果をあげる” ことを目標に地域の多くの介護事
業所を巻き込んで集中的に実施し、一気に普及率の向上を図るべき

普及に向けた課題
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ケアプランデータ連携システムについて

令和6年度支援施策、介護報酬改定、今後の展望等



出典)厚労省老健局 介護現場の生産性向上等を通じた働きやすい職場環境づくり

モデル地域づくりとしての補助支援もあり。国として活用促進に向け動きもみられる。

令和6年度支援施策、介護報酬改定、今後の展望等
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令和6年度支援施策、介護報酬改定、今後の展望等

44
引用：国民健康保険中央会 ケアプランデータ連携について



令和6年度支援施策、介護報酬改定、今後の展望等

地域包括ケアの実現に向け、医療と介護の情報連携も必須になってくるものと思われます。
全国医療情報プラットフォームの介護部門の情報例として、ADL等=科学的介護情報システム LIFE
ケアプラン=ケアプランデータ連携システムのデータと考えられております。
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引用：厚労省 医療DX令和ビジョン2030



ケアプランデータ連携システムについて

さいごに



テクノロジーの導入で効果を生むためには、経営層のマネジメント力や組織のモチベーションが必要です。
導入前後の試行錯誤力や組織内のチーム形成などが重要となります。

＝ ×

＝ ×

参考・引用)介護ロボットのパッケージ導入モデル

ただテクノロジーを導入するだけでは
効果は得られない

組織の
モチベーション

・生産性向上への理解
・職場の雰囲気
・仕事に対する主体性

方法論

・パッケージ導入モデル
・生産性向上のガイドライン
⇒課題の可視化など

マネジメント

マネジメント

・テクノロジーを活用して
より良い介護のあり方を目指す
「試行錯誤力」

テクノロジーの
導入の効果

テクノロジーの
機能

さいごに
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引用) 株式会社TRAPE鎌田様資料

ポイント 改善活動では、一時的に必ず効率が落ちます。継続的なマネジメントで効率アップ(業務改善)に繋がっていきます。
小さな成功体験の積み重ねが、成功への鍵です。まずは、一歩踏み出してみることが重要です。

48

さいごに



ご清聴ありがとうございました
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今後の流れについて

※導入支援セミナー希望の事業所様につきましては、
アンケートでの回答をお願いいたします。

日時：11月25日(月)14時～15時半
場所：中津市教育福祉センター

多目的ホール

手順書(※参加事業所に配布)を用いて、
実際の導入手順をお伝えいたします。
その場で、ご不明な点も解消いたします。

導入支援セミナー



お問い合わせ

※導入支援セミナーについては、
法人内の他事業所や、近隣の事業所の方々もご参加いただけます！
ご連絡ください！

受託事業者：なかつ情報通信開発センター（株）

TEL：0979-22-1284
FAX：0979-24-7446
e-mail：careplan-info@nakatsu-icc.com

担当者：塩田、上村、村本

mailto:careplan-info@nakatsu-icc.com
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